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の
保
存
と
活
用

美
術
作
品
が
美
術
館
に
、
文
献
、
文
芸
作
品
が
図
書
館
に
収
集
保
存
さ
れ
る

よ
う
に
、
映
圃
を
芸
術
作
品
と
し
て
、
ま
た
社
会
、
膨
俗
の
研
究
資
料
と
し
て

収
集
・
促
存
す
る
必
膠
性
は
欧
米
話
虚
で
は
早
く
か
ら
考
え
ら
れ
、
現
在
三
十

四
か
戸
に
三
十
！
八
の
こ
の
た
め
の
鮨
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

一
八
八
九
年
、
エ
デ
ソ
ン
の
寺
ネ
ト
ス
コ
ー
プ
発
明
、
ル
イ
・
リ
ュ
ミ
エ
ル

の
ジ
ネ
マ
ト
ク
ラ
フ
の
発
明
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
映
画
が
、
七
年
後
の
明
治
二

十
九
年
に
樗
わ
が
国
に
鯰
入
さ
れ
、
そ
れ
か
ち
三
十
年
た
っ
た
大
正
十
五
年

に
ト
ー
キ
ー
と
い
つ
声
を
特
ち
、
そ
の
後
八
年
し
て
カ
ラ
ー
を
持
も
、
さ
ら
に

二
十
等
し
て
、
ワ
イ
ド
と
い
う
広
が
り
を
持
ち
、
つ
づ
い
て
立
休
化
を
試
み

に
。
わ
が
閂
で
の
ト
ー
キ
ー
の
は
じ
め
は
土
橋
式
ト
ー
キ
ー
に
よ
る
五
所
平
之

誌
監
督
の
「
マ
ダ
ム
と
女
房
，

l

（
昭
和
六
年
）
で
あ
る
が
、
五
所
欝
督
の
健
在

を
屈
う
と
眈
四
の
版
史
は
沙
く
、
そ
の
発
展
は
目
ざ
ま
し
い
。
そ
の
発
明
当
時

は
、
活
動
写
真
と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
、
動
く
写
真
と
い
う
驚
異
と
興
味
に
す
ぎ

な
か
っ
た
映
画
が
、
短
期
間
に
い
ろ
い
ろ
の
表
現
手
段
を
加
え
、
新
し
い
芸
術

性
を
確
立
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
広
く
隊
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

e

そ
の
監

史
は
洩
い
が
、
急
速
な
発
展
と
高
い
芸
術
創
造
の
可
能
性
を
内
蔵
す
る
映
画
の

将
来
を
考
え
る
と
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、
そ
の
保
存
に
意
を
用
い
る
こ
と

は
、
決
し
て
早
き
に
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

そ
れ
に
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
事
件
の
記
録
や
、
社
会
凰
俗
資
料
が
、

文
字
に
頼
っ
た
時
代
は
過
ぎ
、
そ
の
実
際
を
具
象
的
に
留
め
る
視
聰
覚
資
料
と

し
て
映
詞
録
音
の
価
値
は
ま
こ
と
に
大
き
い
。
わ
が
国
で
は
、
映
酉
は
興
行

物
、
商
品
と
し
て
扱
わ
汎
て
来
た
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ィ
ル
ム
は
使
え
る
だ
け

使
い
商
品
的
価
直
が
無
く
な
る
と
、
こ
れ
を
括
て
て
し
ま
う
恨
習
で
あ
っ

た
。
こ
と
に
、
フ
ィ
ル
ム
が
不
燃
性
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
八
年
ご
ろ
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で
、
そ
れ
ま
で
は
、
古
く
な
っ
た
フ
ィ
ル
ム
は
、
発
火
燃
焼
の
危
険
が
あ
り
、

場
所
も
と
る
の
で
、
朋
が
済
む
と
拾
て
ら
九
て
い
た
。
十
数
年
前
、
名
作
と
言

わ
れ
た
作
品
、
た
と
え
ば
「
土
」
「
路
傍
の
石
」
「
今
ひ
と
た
び
の
」
は
、
つ

い
先
曰
、
み
た
ば
か
り
と
思
っ
て
い
た
が
、
も
は
や
そ
の
フ
ィ
ル
ム
は
ど
こ
に

も
見
当
た
ら
な
い
。
文
学
作
品
で
は
、
刊
行
本
が
、
時
に
は
原
枷
さ
え
も
保
存

さ
れ
て
い
る
が
、
映
画
で
は
、
会
祉
は
フ
ィ
ル
ム
を
廃
棄
し
て
し
ま
い
、
監
督

や
出
演
俳
優
さ
え
も
再
び
自
分
の
演
出
映
固
、
出
演
映
固
に
お
目
に
か
か
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
欧
米
賭
国
に
な
ら
っ
て
漸
次
、
映
固
文

化
財
の
収
集
保
存
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
つ
に
な
っ
て
き
た
。
先
に
も
述

べ
た
よ
う
に
現
韮
世
界
三
十
四
か
団
に
三
十
八
の
こ
の
た
め
の
施
設
が
、
フ

；
ム
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
と
か
ジ
ネ
了
プ
ー
ク
な
ど
の
名
称
の
も
と
に
存
在
し
て

い
る
。
こ
の
っ
ち
、
戦
前
（
一
喜
一
五
年
ー
仙
一
九
四

0
年
）
か
ら
設
置
さ
れ
て

い
る
も
の
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ぞ
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、

ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
諸
国
で
、
他
の
二
十
七
か
国
は
、
お
お
む
ね
戦
悛

（
一
九
四
五
年
以
後
）
の
設
置
で
あ
り
、
戦
前
に
餃
置
し
た
菌
々
は
、
い
ず
れ

も
映
画
文
化
の
開
拓
に
貢
献
し
た
先
進
国
と
言
え
よ
う
。
世
界
に
お
け
る
三
十

八
の
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
の
運
営
形
体
を
見
る
と
、
菌
営
の
も
の
十
二
、

政
府
の
補
助
を
受
け
て
遮
営
さ
れ
る
半
官
半
民
的
注
も
の
十
八
、
民
間
連
営
の

も
の
八
で
あ
る
°

わ
が
国
の
ご
ル
ム
ラ
、
ー
ニ
／
リ
ー
砥
業
は
、
匿
立
近
代
美
術
館
に
お
い
て

細
々
と
行
な
わ
れ
て
ぎ
た
。
す
露
わ
ち
、
間
和
二
十
七
年
、
国
立
近
代
美
術
館

が
虞
置
さ
九
た
時
、
時
の
占
田
茂
総
迎
が
化
中
の
適
り
す
か
り
に
観
に
百
け
る

置
を
発
意
さ
れ
、

こ
の
闊
叫
デ
下
芦
平
の
「
日
仏
交
換
映
国
晟
’
一
に
は
、
フ
ラ

シ
ス
:
ら
約
一
四

0
本
の
作
品
が
送
ら
れ
て
き
た
炉
、
そ
の
内
容
は
、
フ
ラ
ン

ス
餃
｛
直
の
誕
生
附
か
ら
現
缶
ま
で
の
代
表
的
作
品
で
、
年
代
的
に
見
、
し
ゅ
う

ぶ
ん
考
慮
さ
い
て
選
考
さ
几
て
い
た

G

ま
た
、
そ
の
う
ち
二
十
本
ほ
ど
の
フ
ラ

ご
二
古
乳
主
要
作
品
を
日
本
の
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
寄
泊
さ
九
，
、
さ
ら

に
驚
い
た
こ
と
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ネ
―
r

テ
ー
ク
に
町
蔵
さ
仇
て
い
る
明
浩

三
十
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
に
エ
っ
て
桐
影
，
）
〇
汎
た
日
本
の
凰
俗
記
録
映
画
が

記
念
に
寄
間
さ
れ
た
。
世
界
の
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
の
う
ち
で
特
に
整
備

さ
汎
て
い
る
の
は
、
フ
ラ
ジ
ス
の
シ
ネ
マ
テ
ー
ク
、
イ
ギ
リ
ス
の
英
国
映
酉
研

究
所
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
カ
イ
ブ
で
あ
る
が
、
整
備
さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
で
あ
れ
ば
こ
そ

f

―
四

0
本
の
フ
ィ
ル
ム
の
選
考
も
、
二
十
本
の
寄
脳
も

容
易
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
＂
こ
れ
に
対
応
し
て
、
わ
が
国
か
ら
は
約
一
三

0

本
の
作
品
を
パ
リ
に
送
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
わ
が
国
の
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
プ
ラ

リ
ー
は
貧
弱
で
、
こ
，
且
た
け
の
作
品
を
選
ぶ
に
も
土
台
か
で
き
て
い
な
い
。
そ

こ
で
芯
拠
、
各
映
訓
会
社
と
應
紐
を
と
っ
て

r

胴
査
を
行
な
い

r

八――

1
0万
円

の
口
費
を
計
上
し
て
、
氾
去
の
名
作
を
一
挙
に
収
集
畏
備
す
る
こ
と
と
、
な
っ

た
。
そ
の
結
果
約
八
十
本
の
隠
又
し
，
民
間
助
成
団
体
（
フ
ィ
JV

ム
ラ
イ
プ
ラ

リ
ー
助
成
協
駄
会
'
)
・
ぐ
り
の
三
十
五
i

，
ェ
の
寄
厠
国
に
よ
り
、
近
代
美
術
館
フ
，
4

ル

ム
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
の
収
泣
フ
ィ
ル
ム
数
は
数
倍
に
叩
加
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

際
の
瓢
査
に
お
い
て
も
、
遥
去
の
名
作
で
す
で
に
消
減
し
た
も
の
が
数
多
く
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
し
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
に
比
較
し
て
、
ま
こ
と
に
坑
ず
か
し

い
状
雲
で
あ
る
こ
こ
が
わ
か
っ
て
、
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
充
実
咄
化
の
社

詞
り
，
ら
れ
た
。
ま
た
英
国
と
の
交
換
映
画
祭
の
際
に
は
、

っ
た
丈
笠
頁
之
助
作
品
の
「
十
字
悶
一
（
昭
和
三
年
）
が
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け
什
I

V

.

I

ず
困
っ
て
い
た
時
、
映
画
界
の
器
力
に
よ
り
、

こ
九
を
改
修
し
て
近
代
美
術
館
が
誕
生
し
た
。

物
に
は
映
写
室
の
設
備
も
あ
り
、

日
活
本
社
ビ
ル
が
提
供
さ
れ
、

こ
の
よ
う
危
わ
け
で
、

こ
の
建

美
術
館
の
亭
業
の
中
に
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
運
営
と
い
う
事
業
が
加
え
ら

れ
た
。
近
代
美
術
錮
に
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
が
併
置
さ
れ
た
の
は
、
＝
二

ー
ヨ
ー
ク
の
近
代
美
術
錦
が
同
様
に
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
事
業
を
あ
わ
せ

行
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
な
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ

が
国
で
は
、
そ
れ
ま
で
、
映
画
作
品
の
保
存
に
つ
い
て
は
は
な
は
だ
無
関
心
に

放
置
さ
れ
、
特
に
戦
災
に
よ
る
焼
失
に
よ
り
戦
前
の
作
品
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ

ま
た
映
固
界
の
希
望
も
あ
っ
た
の
で
、
近
代

ず
、
ま
た
戦
後
に
つ
く
ら
九
た
腔
画
も
先
に
述
べ
た
よ
う
な
事
情
で
消
滅
し
た

も
の
、
存
在
不
明
の
も
の
が
多
い
の
で
、
先
進
国
の
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー

に
比
し
、
そ
の
規
模
、
内
容
と
も
貧
弱
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
わ
ず
か
な

予
莫
の
中
で
映
画
界
の
協
力
を
徳
ご
毎
年
、
毎
年
の
優
秀
映
酉
を
若
干
ず
つ

そ
ろ
え
、
ま
た
過
去
の
名
作
を
探
し
求
め
て
は
、
少
し
ず
つ
な
が
ら
整
備
し
て

き
た
。
し
か
し
な
誓

f

わ
が
国
の
フ
ィ
JV

ム
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
活
動
に
大
き
な

関
心
を
起
こ
さ
せ
、
絶
好
の
様
会
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
七
年
度
に
実
施

さ
れ
た
「
日
仏
交
摸
映
固
警
で
あ
る
。
世
界
の
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
は

誓
遮
携
祗
闘
と
し
て
、
国
際
フ
；
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
遮
盟

(
F
I
A
F
)

と
世
界
映
固
博
物
錮
遮
合

(
U
M
M
C
)
の
二
つ
の
組
織
を
結
成
し
て
い
る

が
、
栢
互
に
俯
墾
父
捩
や
映
璽
父
挨
を
促
進
し
、
交
挨
映
画
祭
を
開
僅
し
て
い

る
。
固
立
近
代
美
術
餡
の
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
も
漸
次
、
フ
ィ
カ
ム
ラ
イ

プ
ラ
リ
ー
活
動
を
軌
茄
に
采
せ
、
昭
和
三
十
七
年
初
め
て
日
仏
交
挨
映
両
祭
を

が
、
三
十
九
年
に
は
日
英
交
捩
映
画
祭
、
四
十
一
年
に
は
日
伊
交
換

四
十
二
年
に
は
日
ソ
交
換
映
画
祭
と
連
年
、
各
国
と
交
換
映
国
祭
を

英
国
の
フ
ィ
ル
，
ニ
ア
ー
カ
イ
プ
に
あ
り
、
こ
れ
を
取
得
し
た
。

て
、
日
本
劇
映
画
二
ニ
―
本
、
外
国
劇
映
固
一
五
二
本
、
文
化
。
敦
育
映
面
二

六
一
太
'r

―
―
ニ
ー
ス
映
璽
ユ
八
二
，
下
、
図
警
六
、

O
O
U
0冊
を
保
有
す
る
状
態

に
な
っ
た
が
、
先
進
賭
外
国
の
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
内
容
や
活
動
に
比

較
す
れ
ば
、
ま
だ
庁
の
段
隋
と
言
臼
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
わ
が
国
の
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
充
実
す
る
次
の
チ
ャ
ン
ス
が

近
く
訪
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
汎
は
、
新
開
紙
上
に
も
報
道
さ
れ
た
在
米
誤
収
映
画

の
返
遠
で
あ
る
。
戦
後
、
軍
国
主
義
を
鼓
吹
す
る
映
固
、
戦
争
蚊
判
証
拠
資
料

と
な
る
映
画
は
提
忍
を
命
ぜ
ら
れ
、
哀
た
戦
前
在
米
邦
人
の
た
め
に
送
ら
れ
て

い
た
映
画
は
敵
国
財
産
と
し
て
彼
地
で
接
収
さ
九
た
が
、
そ
の
餃
い
ろ
い
ろ
の

n
ー
ス
を
経
て
、
ワ
シ
ン
ト
プ
＂
の
宝
会
図
書
餌
に
収
集
保
管
さ
汎
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
昭
和
三
十
七
年
、
米
匡
の
対
敵
取
引
法
改
正
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
昭
和
三
十
一
年
の
万
国
著
作
楢
条
約
日
本
加
入
と
も
粗
ま
っ
て
、
著
作
甑

が
日
本
の
原
著
作
者
に
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
先
方
に
あ
る
燃
性
フ
ィ

lV

ム

を
日
本
に
持
帰
り
、
代
わ
り
に
十
六
ミ
リ
不
燃
性
フ
，
4
I
V
、
ム
に
複
製
し
て
返
え

す
こ
と
を
条
件
に
、
こ
れ
ら
フ
ィ
ル
ム
を
日
本
に
返
還
し
て
よ
い
と
い
う
米
国

側
か
ら
の
申
国
が
あ
っ
た
。
そ
の
数
は
劇
映
詞
二

0
七
本
、
文
化
短
籠
映
画
七

七
七
本
、
ニ
ュ
ー
ス
映
雨
四
六
五
本
で
、
閲
映
両
は
閉
和
七
年
の
「
上
障
第
一

歩
」
か
ら
終
戦
時
ま
で
の
も
の
で
「
残
菊
物
声
E
]

「
西
住
戦
車
長
伝
一
「
五
人

の
斥
候
兵
」
「
土
と
兵
隊
．
l

「
口
心
と
そ
の
妹
」
な
ど
、
往
年
の
名
作
が
づ
ら
り

f

文
化
短
噸
映
団
で
も
「
リ
ン
テ
ィ
夫
妻
来
る
」
「
震
災
後
の
東
京

i

「
鵜
詞
」

さ
ら
に
、
こ
仇
ら
以
上
に
貴
虞
な
の
は
一
一
ュ
ー
ス
映
両
で
、
朝
日
―
―
ュ
ー
ス
の

昭
和
八
年
ご
ろ
の
第
一
号
か
ら
昭
和
十
五
年
、
曰
本
―
―
ニ
ー
ス
に
統
合
す
る
ま

で
の
も
の
を
は
じ
め
、
読
売
ニ
ュ
ー
ス
、
日
本
一
一
ュ
ー
ス
な
ど
、
わ
が
国
が
し

ー 48-



日
劇
映
繭
、
文
化
映
国
、
記
談
映
両
、
ア
ニ
メ
ー
ジ
ョ
ン
映
画
、

ス
映
訓
、
テ
レ
ビ
フ
ィ
ル
ム
:
ビ
デ
オ
テ
ー
。
プ
を
合
註
。
）
の
収
集

r

口
映
固
に
開
す
る
情
甜
資
料
の
胴
査
、
阿
完
な
ら
び
に
資
斜
の
作
成

国
映
画
に
閃
す
る
徳
物
館
的
賢
料
の
収
集
、
屈
示

闘
映
画
に
閃
す
る
文
は
、
図
害
の
陥
俯

図
保
存
映
国
の
活
凡
に
対
す
ろ
便
宜
供
与

因
映
阿
研
究
に
対
ナ
る
便
宜
供
与

囮
古
真
閥
刷
の
研
究
上
映

囚
非
閃
揚
映
両
の
常
峠
上
映

因
話
外
臣
の
同
稽
帳
開
と
の
迎
花
事
業

な
ど
が
考
え
ら
汎
る
。

こ
の
横
閃
の
第
一
の
目
的
は
映
翫
の
収
集
｀
‘
間
存
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た

ょ
う
に
硯
国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
加
ム
ラ
>
4
プ
ラ
リ
ー
の
所
蔵
フ
ィ
ル
ム
は
漸

次
増
加
し
、
総
数
一
、
二

0
0本
に
逹
し
て
い
る
が
、
昭
和
十
一
年
創
設
の
フ

ラ
ン
ス
の
ジ
ネ
―
r

テ
ー
ク
の
約
宜
万
木
、
叩
和
十
年
創
設
の
イ
ギ
リ
ス
の
フ
，
4

ル
ム
ア
ー
カ
イ
プ
の
劇
映
固
六
千
本
、
記
録
映
璽
ニ
ュ
ー
ス
映
両
数
千
本
の

所
蔵
に
比
べ
ら
れ
、
ま
だ
こ
九
か
ら
の
仕
事
で
あ
る
。
ま
た
各
国
の
状
況
を
見

る
に
都
心
に
お
け
る
フ
ィ
ル
ム
の
符
坦
は
狭
あ
い
、
類
焼
の
雌
点
が
あ
る
の

で
、
都
心
の
本
部
建
物
は
瓢
査
研
究
、
展
示
上
映
の
場
に
使
用
さ
れ
、
フ
ィ
ル

え
栢
納
倉
庫
は
郊
外
に
設
置
さ
訊
て
い
る
例
が
多
く
、
わ
が
国
の
将
来
に
お
い

て
も
、
そ
の
よ
う
窪
姿
が
考
え
ら
汎
る
。
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
シ
ャ
イ
ヨ

宮
映
写
場
の
ほ
か
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
学
生
区
に
学
生
用
映
写
轡
が
設
置
さ
れ
、
両

映
写
場
と
も
一
日
三
本
の
古
典
映
画
の
研
究
上
映
が
行
な
わ
れ
、
年
間
千
数
百

本
の
上
映
に
よ
り
、
多
く
の
映
固
研
究
者
に
便
を
与
え
て
い
る
。
フ
ラ
ン
一
人
の

G

文
化
局
文
化
翻
長
）
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て
い
く
過
盗
や
当
時
の
試
俗
を
知
る
の
に
貴
重
な
資

だ
い
に
戦
争
に
深
入
り
し

料
で
あ
る
ウ

こ
れ
ら
の
映
試
の
大
半
は
、
わ
が
国
に
存
在
し
な
い
の
で
、
こ
の

i
ノ

•r| 

わ
が
ド
の
フ
；
ハ
ム
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
は
喜
喜
JT

接
収
映
圃
の
返
退
に
よ
り
、

F
 

ー
捻
召
映
圃
先
進
圏
で
あ
る
米
国
で
は
映

蔵
作
品
を
一
業
に
増
加
す
る
こ
と
こ

女
寸
る
認
識
と
体
制
か
遥
ん
で
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
接
収
映

両
の
保
存
菅
迎
に
，
＾
リ
―

こ
れ
ら
の
作
品
が
仮
収
さ
れ
ず
日
本
に

画
は
優
良
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
た
。く

の
昔
に
涌
失
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
さ

あ
っ
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
と
っ羨

収
映
間
の
返
遠
は
一
年
三
、
豆

0
0万
円
の

に
幸
連
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

国
費
を
も
っ
て
、
三
年
計
固
で
本
年
髪
か
ら
実
加
さ
訊
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

フ
ィ
Jl

ム
の
収
集
は
浙
次
遥
ち
ょ
く
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に

の
よ
う
に
し
て
、

そ
れ
は
現
窟
東
亨
京
樋
に
あ
る
東

―
つ
の
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
つ
つ
あ
る
。

し
そ
の
他
の
連
由
に
よ
り
、
新
築
砂
転
す
る
こ
と

京
国
空
近
代
美
術
餡
は
狭
，
あ
、

ー
ス
を
持
つ
鉗
美
術
館
が
建
設

と
な
り
、
晶
居
北
り
心
公
園
に
約
三
位
の
ス
。
ヘ

年
度
末
に
は
喜
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

中
で
あ
り
、
氾
和
四
十

l-―

で
、
移
転
後
の
京
脇
の
こ
の
映
国
界
に
田
紐
の
あ
｝
ェ
建
物
を
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
プ

＞
と
い
う
要
望
が
映
圃
界
定
は
じ
め
各
界
か
ら

ラ
リ
ー
と
し
て
活
附
し
て
辰
し
、

そ
の
方
着
を
固
め
、
来
年
度
の
予
算
要
求
に

出
さ
れ
、
文
部
省
に
お
い
て
も
、

ム
セ
ン
タ
ー
設
置
準
俯
聾
と
し
て
建
物
改
装
費
を
酎
上
す
る
こ
と

国
立
フ
ィ
ル
．

ラ
リ
ー
と
呼
ん
で
き
た
の
を
、
こ
の

と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
ブ

際
、
フ
ィ
レ

に
し
た
の
は
、
視
聰
覚
教
育
ラ
イ
プ

;
］
1

セ
ン
タ
ー
と
称
す
る
こ
と

こ
い
う
の
は
、
職
後

ラ
リ
ー
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
で
も
旦

I

)

 

．
 

ーヽ
f.,' ．

． 
・^、し＇

• レぃ
3
}
r
‘
i

わ
れ
わ
れ
の
賑
の
限
界
を
越
え
た
具
象
経
験
を
呈
示

小
の
抵
界
の
描
写
な
ど
、

こ
、

ー
／
て
生
活
の
方
法
や
も
の
の

し
ナ
＇
り
あ
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
示
す
こ
と
こ
よ
っ

こ
の
よ
う
な
視
聰
鴬
敦
育
の
た
め
の
教
将
に
は
、
映

考
え
方
を
勉
頭
さ
せ
る
、

直
、
ス
ラ
、
4

ド
冨
弯
誓
、
紙
芝
届
、
模
型
、
痺
図
、
絵
は
誓
0

、
テ
レ

ス
ラ
イ
ド
や
写
真
そ
の
他
は
金
額
も
安

ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
考
え
ら
れ
る
が
、

｝
ム
や
緑
音
敦
材
テ
ー
プ
は
経
費
も

く
、
容
易
に
入
手
で
き
る
が
、
映
固
フ
ィ
レ

な
け
れ
ば
、
整
備
困
態
で
あ
る
。
そ
こ

か
さ
み
、
組
織
的
な
力
を
持
っ
て
で

)
こ
れ
ら
視
讐
貸
育
の
た
め
の
教
材
晨
具
を
塵
傭
貸
出
し
す
る
た
め
の

ぐ‘様
関
と
し
て
、
視
聴
羞
敦
育
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
が
県
立
の
も
の
や
市
阿
璧
芸
あ

／
七
二
銅
の
多
く
が
設
塁
さ
れ
て
い

る
い
は
組
合
立
の
も
の
な
ど
全
国
で
大
小
＼

力
し
こ
れ
ら
は
、
視
聰
覚
教
育
の
た
め
の
敦
材
。
教
具
と
言
っ
て
も
、

る
。
し
、

、ヽ

て
し
る
の
で
、
適

多
翫
の
経
費
を
要
す
る
映
固
フ
ィ
ル
ム
の
整
備
を
中
核
と
し

／
・
ラ
リ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
が
度
で
一

称
、
フ
ィ
少
ム
ラ

i
、

ー
と
は
襖
聰
露
敦
育
の
た
め
の
フ
．
イ
レ

般
に
言
わ
九
る
ブ
T

ル
ム
ラ
イ
プ
ラ
リ

ム
貸
出
械
関
で
あ
る
。
国
立
近
代
美
術
館
に
併
置
さ
れ
、
こ
仇
か
ら
そ
の
充
口

；
／
ム
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
ー
は
、
こ
れ
と
違
っ
て
、
フ
ィ

を
蛾
化
し
よ
う
と
す
る
フ
ィ
レ

喜
に
伝
え
、
フ
ィ
ル
ム
文
化
癸
展
の
研
究

ル
ム
文
化
訂
を
収
集
屎
存
し
て
、

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
視
聰
覚
教
育
に
お
け
る
フ
ィ

案
腐
を
提
供
し
よ
う
と

、
そ
こ
で
、
混
同
を
逝
け
る

ル
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。

ー
と
い
う
呼
称
で
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

た
め
、
後
者
を
フ
ィ
ル
ム
七
シ
タ

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
東
京
配
立
近
代
差
術
喧
で
所
写
し
て
い
ろ
「
'
,

"
こ
ラ
イ
フ
ラ
リ
ー
業
務
を
、
同
埠
の

ィ
’
/

聾
転
を
帳
に
、
国
立
フ
ィ
ル
，
↓
七
ン

充
実
柏
化
し
よ
う
と
す
る
克
の
で
、

ク
ー
と
い
う
種
立
襖
関
に
癸
展
さ
せ
て
、

ジ
ネ
ご
テ
ー
ク
に
は
一
加

0)五
年

リ

ュ

ミ

ェ

ル

が

使

っ

た

古

一

九

0
0年
ご
ろ
の
映
画
点
ス
タ
ー
、
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
、
映
酉
各
ジ
ー
ン
の
下
絵
な

ど
責
重
な
歴
史
的
資
料
が
保
存
さ
訊
、
ま
た
二
十
万
立
に
及
ぶ
映
直
ス
チ
ー
ル

写
真
が
整
坦
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ィ
加
ム
ア
ー
カ
イ
プ
本
部
に
は
図

警
部
、
調
査
広
報
部
が
あ
り
、
図
嘗
部
｝
に
は
映
固
関
保
図
書
一
万
二
千
部
が
整

備
さ
れ

．．
 

映
直
関
係
図
書
の
刊
行
も
行
な
い
、
調
賽
広
報
部
で
は
新
間
、
麓
誌

の
関
係
記
事
切
抜
き
整
浬
、
人
別
（
善
出
家
、
俳
俊
）
カ
ー
ド
整
涅
、
作
品

別
、
国
別
製
作
状
況
カ
ー
ド
整
碑
，
五
十
万
枚
に
及
ぶ
ス
チ
ー
ル
写
真
整
埠
、

所
蔵
作
品
管
理
状
況
カ
ー
ド
笠
珪
な
ど
の
仕
事
が
行
な
わ
れ
、
各
国
の
製
作
状

況
を
常
に
闊
査
す
る
た
め
尺
世
界
の
二
五

0
の
一
ヽ
ガ
ジ
ン
が
集
め
ら
れ
、
作

品
カ
ー
ド
や
演
出
家
カ
ー
ド
に
は
映
固
祭
へ
の
参
加
状
況
や
そ
の
時
の
批
評
等

も
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
先
進
国
の
規
模
、
内
容
を
見
る
と
、
わ
が
国

の
今
後
の
フ
ィ
少
ム
セ
)
こ
ク
ー
の
な
す
べ
き
仕
事
は
、
ま
こ
と
に
大
き
い
。
わ

が
国
で
は
、
さ
ら
に
一
般
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
非
劇
場
映
固
を
常
時

上
映
し
、
そ
の
助
威
を
は
か
り
た
い
と
い
う
企
両
も
持
っ
て
い
る
が
、
芸
術
文

化
の
中
に
占
め
る
映
固
の
将
来
を
考
え
る
と
、
映
国
の
保
存
と
活
朋
の
仕
事
は

雪
要
で
あ
り
、
こ
の
稜
枇
に
誇
る
べ
き
存
在
と
な
る
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
の
設

置
充
実
を
心
か
ち
期
待
し
た
い
。
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II編
集
後
記
●

▽
文
部
省
に
沿
っ
た
い
ち
ょ
う
並
木

も
、
今
や
黄
金
色
に
染
ま
り
、
落
葉
が

街
路
を
い
ろ
ど
り
、
汚
れ
た
東
京
を
一

瞬
忘
れ
さ
せ
る
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
秋

は
芸
術
。
文
化
の
シ
ー
ズ
ン
と
い
う
こ

と
で
、
本
号
は
、
、
芸
術
・
文
化
の
問
題

を
特
集
い
た
し
ま
し
た
。

▽
文
化
の
日
を
中
心
に
、
全
国
的
に
催

さ
れ
て
い
る
芸
術
祭
、
文
化
祭
等
の
行

事
や
そ
の
活
動
は
年
々
多
彩
に
な
り
、

ま
た
、
は
で
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

▽
民
族
の
レ
ベ
ル
測
定
の
指
標
が
そ
の

も
つ
文
化
度
で
あ
り
、
芸
術
へ
の
関
心

の
高
さ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
今
日
の
よ

う
な
一
見
は
な
や
か
に
さ
え
み
え
る
文

化
・
芸
術
活
動
に
、
ど
の
よ
う
な
問
題

点
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
方
策
を
た
て
て
ゆ
く
べ
き
か
に
つ
い

て
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に

き
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

▽
ま
ず
、
巻
頭
で
は
、
浦
松
佐
美
太
郎

先
生
に
、
日
本
文
化
に
つ
い
て
、
ひ
ろ

い
視
野
か
ら
論
述
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
有
益
な
示
唆
が
与
え
ら
れ
て
い
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
つ
づ
い
て
、
音

楽
、
美
術
、
演
劇
の
各
専
門
の
方
々
な

ら
び
に
国
立
劇
場
理
事
長
、
文
化
局
長

に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
座
談
会
を
開

き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
楊
か
ら
芸

術
文
化
の
振
興
に
対
す
る
要
請
に
つ
い

て
縦
横
に
論
じ
あ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
こ
こ
か
ら
多
く
の
考
え
る
材

料
と
今
後
の
わ
が
国
に
お
け
る
芸
術
文

化
振
興
の
よ
り
よ
い
方
向
を
さ
し
示
し

て
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
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